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国庫支出金国庫支出金
1,738,5541,738,554
(13.63%)(13.63%)

国庫支出金
1,738,554
(13.63%)

教　育　費
1,033,452
(8.34%)

土　木　費
1,615,668
(13.04%)

公　債　費
1,626,777
(13.13%)

民　生　費
2,310,466
(18.65%)

総　務　費
2,689,777
(21.72%)

農林水産業費
1,374,032
(11.09%)

町　債町　債
1,555,4001,555,400
(12.19%)(12.19%)

町　債
1,555,400
(12.19%)

県支出金県支出金
1,012,6291,012,629
(7.94%)(7.94%)

県支出金
1,012,629
(7.94%)

町　税町　税
1,445,2331,445,233
(11.33%)(11.33%)

町　税
1,445,233
(11.33%)

繰入金繰入金
1,070,4361,070,436
(8.39%)(8.39%)

繰入金
1,070,436
(8.39%)

繰越金
193,277
(1.52%)

諸収入
580,731
(4.55%)

そ　の　他
609,753
(4.79%)

地 方 交 付地 方 交 付 税
4,271,8324,271,832
(33.49%)(33.49%)

地 方 交 付 税
4,271,832
(33.49%)

12,754,293
千円

歳入総額

そ の 他
276,448 
(2.17%)

72.04%

27.96%
依
存
財
源

財
源

自
主
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　平成16年度の旧上北町（3月30日まで）、旧東北町（3月30日まで）及び新「東北町」（3月31日分）

の一般会計と特別会計の決算が、9月定例議会で審査、認定されました。

　今年度の決算は、平成17年3月31日に「上北町」と「東北町」が合併したため、旧町それぞれの

平成16年4月1日から平成17年3月30日までの決算と、新「東北町」の平成17年3月31日1日分の

決算の3つに分かれています。

　ここでは、それら3つの決算をを合わせた一般会計決算を中心にお知らせします。

決算は、いわば町の家計簿で、皆さんの納める税金や、国・県からの交付金などがどのくらい入

り、どのような仕事に使われ、私たちの生活に活かされているかを表しています。

　ぜひ目を通してみてください。

　旧上北町、旧東北町それぞれの３月30

日までの歳入と新「東北町」の3月31日分

の３つの一般会計の歳入合計。

◆町税…皆さんが町に納める税金。

◆地方交付税…町の財政力に応じて国か
　ら配分されるお金。

◆町債…大きな事業を行うときに借りる
　お金。

◆国庫・県支出金…事業に対し国や県か
　ら交付される補助金など。

◆自主財源…町税や繰入金など町が独自
　に調達できるお金。

◆依存財源…国や県から交付される地方
　交付税などによる収入。

平成16年度
一般会計・特別会計決算
平成16年度
一般会計・特別会計決算

平成平成1616年度一般会計歳入年度一般会計歳入平成平成1616年度一般会計歳入年度一般会計歳入平成16年度一般会計歳入

歳入用語解説歳入用語解説歳入用語解説歳入用語解説歳入用語解説

平成16年度一般会計歳出平成16年度一般会計歳出

歳出用語解説歳出用語解説

歳入構成状況（一般会計）歳入構成状況（一般会計）歳入構成状況（一般会計）目的別歳出構成状況
（一般会計）

区　　　　分

計

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業
介 護 保 険
簡 易 水 道
水 道 事 業 会 計

4,282,372,342
1,142,939,971
888,205,468
7,087,313

270,798,884
744,080,373

0
177,048,631
7,512,532,982

6,216,656,027
1,309,799,654
1,145,897,794
70,223,545
236,290,238
799,209,925
314,961,997

0
10,093,039,180

2,255,264,707
334,032,449
175,934,967
1,127,966

117,140,983
160,998,933
21,974,145

0
3,066,474,150

12,754,293,076
2,786,772,074
2,210,038,229
78,438,824
624,230,105
1,704,289,231
336,936,142
177,048,631

20,672,046,312

一 　 般 　 会 　 計

平 成 1 6 年 度 歳 入

（単位：円）

旧上北町
（3/30まで）

旧東北町
（3/30まで）

新東北町
（3/31）

計

特

別

会

計



国庫支出金
1,738,554
(13.63%)

教　育　費教　育　費
1,033,4521,033,452
(8.34%)(8.34%)

教　育　費
1,033,452
(8.34%)

衛　生　費
632,988 (5.11%)

消　防　費
388,125 (3.13%)

諸支出金
252,200 (2.04%)

その他 60,306
(2.00%)

商　工　費
216,105 (1.75%)

土　木　費土　木　費
1,615,6681,615,668
(13.04%)(13.04%)

土　木　費
1,615,668
(13.04%)

公　債　費公　債　費
1,626,7771,626,777
(13.13%)(13.13%)

公　債　費
1,626,777
(13.13%)

民　生　費民　生　費
2,310,4662,310,466
(18.65%)(18.65%)

民　生　費
2,310,466
(18.65%)

総　務　費総　務　費
2,689,7772,689,777
(21.72%)(21.72%)

総　務　費
2,689,777
(21.72%)

農林水産業費農林水産業費
1,374,0321,374,032
(11.09%)(11.09%)

農林水産業費
1,374,032
(11.09%)

町　債
1,555,400
(12.19%)

県支出金
1,012,629
(7.94%)

町　税
1,445,233
(11.33%)

繰入金
1,070,436
(8.39%)

地 方 交 付 税
4,271,832
(33.49%)

12,387,090
千円

歳出総額
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平成平成1616年度年度
一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算
平成平成1616年度年度
一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算
平成16年度
一般会計・特別会計決算

平成16年度一般会計歳入平成16年度一般会計歳入

歳入用語解説歳入用語解説

　旧上北町、旧東北町それぞれの3月30

日までの歳入と新「東北町」の3月31日分

の３つの一般会計の歳出合計。

◆総務費…町の全般的な事務経費や財産

　管理など。

◆民生費…老人や障害者、児童などの社

　会福祉のための経費。

◆公債費…事業を行うために借りたお金

　の返済金。

◆土木費…道路をつくったり、公園をつ

　くるなど公的な施設に使うお金。

◆衛生費…保健施設やゴミ処理など衛生

　的な生活のために使うお金。

◆教育費…学校の管理や公民館など教育

　全般の事務や事業に使うお金。

平成平成1616年度一般会計歳出年度一般会計歳出平成平成1616年度一般会計歳出年度一般会計歳出平成16年度一般会計歳出

歳出用語解説歳出用語解説歳出用語解説歳出用語解説歳出用語解説

歳入構成状況（一般会計）目的別歳出構成状況目的別歳出構成状況
（一般会計）（一般会計）
目的別歳出構成状況
（一般会計）

東北町決算

（単位：円）

区　　　　分

計

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業
介 護 保 険
簡 易 水 道
水 道 事 業 会 計

4,198,782,719
1,156,829,356
865,014,679
7,123,050

269,506,563
748,044,979

0
192,073,260
7,437,374,606

6,249,992,881
1,390,723,226
1,124,309,616
69,467,777
348,651,582
781,166,459
296,840,110

0
10,261,151,651

1,938,314,530
224,771,450
151,660,071

91,503
114,351,195
124,451,823
358,816

0
2,553,999,388

12,387,090,130
2,772,324,032
2,140,984,366
76,682,330
732,509,340
1,653,663,261
297,198,926
192,073,260

20,252,525,645

一 　 般 　 会 　 計

平 成 1 6 年 度 歳 出

旧上北町
（3/30まで）

旧東北町
（3/30まで）

新東北町
（3/31）

計

特

別

会

計
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東北町決算

8,853

21,291

293,823

90,586

998,950

1,541,405

2,006,004

34,920

4,995,832

3,208

3,371

42,885

16,036

21,849

52,846

4,972

298

145,465

200

14,170

200

2,400

3,300

3,140

752

7,270

100

200

1,300

480

140

20,800

421

1,143

962

36,358

5,000

98,336

4,291,059

1艇

8個

学校

公営住宅

公園

その他の施設

東北電力株式会社株

雪印乳業株式会社株

十和田観光電鉄株式会社株

南部縦貫鉄道株式会社株

ラジオ青森株式会社株

青い森鉄道株式会社株

株式会社おがわら湖株

青森県土地改良団体連合会

青森県農業信用基金協会

（社）青森県農村開発公社

（社）青森県青果物価格安定基金協会

（社）青森県肉用牛価格安定基金協会

上十三地区山林組合

東北町森林組合

（社）上北広域野菜生産出荷振興会

（社）青森県畜産会

（社）青森県産業振興協会

（財）青森県畜産物価格安定基金協会

八甲田農業協同組合

とうほく天間農業協同組合

（社）青森県信用保証協会

（社）青森県出稼協会

（財）八戸地域高度技術振興センター

（財）むつ小川原産業活性化センター

小川原湖広域水道企業団

町土地開発公社

分 庁 舎

町 営 共 同 放 牧 場

そ の 他

合 計

所 有

土 地 の 権 利 区 分

観光グルメ船（19t）

財政調整基金

土地開発基金

減債基金

その他特定目的基金

浮き桟橋

区 分

区 分

区 分

合 計

合 計

本 庁 舎

区 分
土 地（ 地 積 ）

決算年度末現在高

建 物（ 延 面 積 ）

決算年度末現在高

891

807

689

3,095

180

2,500

6,000

14,162

決算年度末現在高

決算年度末現在高

27台

4台

2台

3台

4台

7台

1台

9台

6台

29台

17台

2台

7台

1台

4台

6台

2台

1式

9台

2台

31施設

2台

1式

乗用自動車

土木用自動車

除雪用グレーダー

除雪ドーザー

除雪ロータリー

歩行型除雪機

凍結防止剤散布車

2輪自動車

トラクター

付属作業機

消防自動車

消防指令車

小型動力ポンプ

マイクロバス

小型バス

中型バス

大型バス

無線放送施設

トラック

ミニバックホー

テレビ共同受信施設

畦ぬり機

土壌等分析機

地域福祉基金

公共施設等整備基金

ふるさと創生人材育成基金

ふるさと水と土保全対策基金

地域産業振興基金

学校売払基金

スポーツセンター管理基金

スポーツ振興基金

ふるさと創生基金

交通遺児基金

下水道事業債償還基金

区 分 決算年度末現在高

502,973

294,705

282,764

57,785

45,585

41,232

5,190

50,551

3,255

47,301

4,538

907

61

26,359

1,080,442

244,743

名 称

計

決算年度末現在高

面 積

決算年度末現在高

決算年度末現在高

1、公有財産
（１）土地及び建物（行政財産）　　　　　　　 　　　　 （単位：G）

（２）山　　林　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 （単位：H）

2、物　　品

3、基　　金
（１）積立基金　　　　　　　 　　 　　 （単位：千円）

（３）動　　産

（４）有価証券

（５）出資による権利　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

株
　
　
　
　
券

公
共
用
財
産

東北町の財産 ー 平成16年度末 ー東北町の財産 ー 平成16年度末 ー
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東
北
中
男
子
三
位
、女
子
五
位
入
賞

青
森
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　
第
十
七
回
青
森
県
中
学
校
男
子
駅

伝
競
走
大
会
・
第
十
五
回
同
女
子
駅

伝
競
走
大
会
が
九
月
二
十
六
日
、町

北
総
合
運
動
公
園
内
周
回
コ
ー
ス
で
、

男
子
六
区
間
・
十
七
・
七
八
 

、女
子

五
区
間
・
十
二
・
二
六
 
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
男
子
二
十
四
チ
ー
ム
、女
子
二
十

二
チ
ー
ム
が
参
加
。男
子
は
野
辺
地

中（
野
辺
地
町
）、女
子
は
浪
岡
中（
青

森
市
）が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
男
女
優
勝
校
は
、十
二
月
に
千
葉

県
千
葉
市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ

の
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

◇
成
績
は
次
の
と
お
り

◎
男
子

①
野
辺
地
中（
野
辺
地
町
）②
名
川
中

（
名
川
町
）③
東
北
中（
大
久
保
幹
也
、

大
久
保
一
茂
、蛯
名
聡
勝
、成
田
渉
、

北
村
翔
平
、黒
川
遼
）④
大
鰐
中（
大

鰐
町
）⑤
東
英
中（
黒
石
市
）⑥
八
戸

第
一
中（
八
戸
市
）

◎
女
子

①
浪
岡
中（
浪
岡
町
）②
堀
口
中（
三

沢
市
）③
野
辺
地
中（
野
辺
地
町
）④

七
戸
中（
七
戸
町
）⑤
東
北
中（
千
秋

恵
、鶴
ヶ

千
晴
、山
口
真
未
、高
田

愛
、鶴
ヶ

希
）⑥
大
鰐
中（
大
鰐
町
）

区
間
賞
女
子（
当
町
の
み
）

一
区
 
千
秋
 
 
恵
 （
東
北
中
）

二
区
 
吹
越
 
今
日
子（
東
北
東
中
）

山
田
高
11
年
連
続
ア
ベ
ッ
ク
V

　
　
　
　
　
青
森
県
高
校
駅
伝

▲6区鶴ヶ 功選手（東北東中出）から
　7区田村選手へ

▲2区宮原選手から3区前野早紀選手（東北中出）へ

想いはひとつ チームの栄光

 
師
走
の
京
都
・
都
大
路
を
目
指
す
、

男
子
第
五
十
六
回
、女
子
第
十
七
回

全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
県
予
選
会

が
十
月
十
五
日
、町
北
総
合
運
動
公

園
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
男
子
は
、十
六
校
参
加
の
、四
十
二
・

一
九
五
 

、七
区
間
の
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
コ
ー
ス
。女
子
は
、八
校
参
加
の
、

二
十
一
・
〇
九
七
五
 
、五
区
間
の
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競

い
、青
森
山
田
が
十
一
年
連
続
で
ア

ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
男
女
の
チ
ー
ム
は
、十

二
月
に
京
都
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

◇
結
果
は
次
の
と
お
り

◎
男
子

①
青
森
山
田
2
時
間
08
分
04
秒（
大

会
新
）②
光
星
学
院
Ａ
2
時
間
16
分

59
秒
③
八
戸
2
時
間
21
分
40
秒
④

十
和
田
工
業
⑤
野
辺
地
⑥
黒
石
商
業

○
区
間
賞
男
子（
当
町
の
み
）

一
区
 
石
田
 
 
亮（
青
森
山
田
）

六
区
 
鶴
ヶ

 
功（
青
森
山
田
）

◎
女
子

①
青
森
山
田
1
時
間
11
分
47
秒
②

光
星
学
院
1
時
間
18
分
32
秒
③
弘

前
実
業
1
時
間
21
分
47
秒
④
八
戸

西
⑤
大
湊
⑥
木
造

○
区
間
賞
女
子（
当
町
の
み
）

三
区
 
前
野
 
早
紀（
青
森
山
田
）

km

km

km

km



合
併
記
念
美
術
工
芸
展
を
開
催

　
町
ゆ
か
り
の
芸
術
家
の
作
品
を
展
示

6

　
上
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
東
北

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
に
よ
る

新「
東
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
」の
発

足
式
が
九
月
三
十
日
、
東
北
町
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
関
係
者

約
五
十
人
が
出
席
し
て
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

　
発
足
式
で
は
吹
越
嘉
裕
新
社
協
会

長
が
「
地
域
住
民
か
ら
大
切
に
さ
れ

る
協
議
会
づ
く
り
に
ま
い
進
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。竹
内
町
長
が「
新
た
な

健
康
福
祉
の
町
の
礎
を
築
い
て
ほ
し

い
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
両
社
協
は
昨
年
十
二
月
に
合
併
協

議
会
を
設
立
し
、新
組
織
発
足
に
向

け
た
準
備
を
進
め
、六
月
に
は
合
併

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。新
社
協
の

事
務
所
は
旧
東
北
町
社
協
で
、旧
上

北
町
社
協
は
支
所
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
合
併
に
よ
り
旧
東
北
町
社
協

は
三
十
九
年
、旧
上
北
町
社
協
は
十

九
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
町
ゆ
か
り
の
芸
術
家
六
人
の
作
品

を
展
示
し
た
美
術
工
芸
展
が
十
月
六

日
、東
北
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
た

ち
が
会
場
を
訪
れ
、芸
術
の
秋
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　
同
展
は
合
併
を
記
念
し
て
地
元
の

芸
術
家
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
と
、

文
化
意
識
を
高
め
よ
う
と
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
同
展
に
は
陶
芸
家
の
畑
野
謙
一
さ

ん
や
書
道
家
の
大
鹿
鳳
山
さ
ん
、書

家
の
梅
原
史
江
さ
ん
、画
家
の
井
上

健
蔵
さ
ん
、建
具
工
人
の
佐
伯
義
美

さ
ん
、こ
け
し
工
人
の
本
間
直
子
さ

ん
が
約
三
百
点
の
作
品
を
出
品
。会

場
に
は
芸
術
家
た
ち
の
思
い
の
こ
も

っ
た
作
品
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、会
場
入
口
で
は
本
間

さ
ん
が
こ
け
し
制
作
を
実
演
。多
く

の
来
観
者
が
足
を
止
め
、細
か
な
作

業
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
代
前
半
の
出
版
物
約

七
百
点
を
展
示
し
た「
終
戦
直
後
の

出
版
物
展
」が
九
月
二
十
三
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
道
の
駅
お
が
わ
ら
湖

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
展
示
は
藤
田
友
志
さ
ん（
千

曳
）が
収
集
し
た
終
戦
直
後
の
出
版

物
を
集
め
た
も
の
で
、当
時
の
週
刊

誌
や
文
芸
雑
誌
、教
科
書
や
文
庫
本

な
ど
、藤
田
さ
ん
が
県
内
外
の
古
本

屋
な
ど
を
回
っ
て
集
め
た
も
の
で
す
。

　
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、興
味

深
げ
に
展
示
品
に
目
を
通
し
、終
戦

直
後
の
様
子
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

▲新たなスタートを迎えた新「東北町社協」

▲700点あまりの出版物を展示

▲町ゆかりの芸術家の作品が並んだ美術工芸展

「
終
戦
直
後
の
出
版
物
展
」
開
催

当
時
の
出
版
物
約
七
百
点
を
展
示

大
切
に
さ
れ
る
社
協
め
ざ
し
て

　
　
　
新
「
東
北
町
社
協
」
ス
タ
ー
ト



防
火
へ
の
意
識
を
新
た
に
！

園
児
た
ち
が
火
の
用
心
を
呼
び
か
け

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

園
児
た
ち
が
商
店
街
を
パ
レ
ー
ド

火
災
予
防
呼
び
か
け
防
火
パ
レ
ー
ド

秋
の
火
災
予
防
運
動

大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

　
園
児
た
ち
が
一
円
募
金
を
寄
付

7

▲園児たちも大きな声で「火の用心」

▲防火の誓いを述べる園児たち

▲乙供文化保育園の園児たち▲日赤奉仕団に寄付金を手渡しました

▲プラカードを手に交通安全をPR

　
秋
の
交
通
安
全
期
間
の
九
月
二
十

六
日
、上
北
地
区
で
秋
の
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、参
加
者
が
事

故
ゼ
ロ
へ
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
は
町
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
や
ハ
ッ
ピ
ー
保
育
園
の
園
児
な
ど

約
百
人
が
参
加
。出
発
式
で
竹
内
町

長
が「
今
年
は
町
内
で
四
件
の
死
亡

事
故
が
起
き
て
い
る
。こ
れ
を
機
に

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
、上
北
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
蛯
名
篤
信
会
長
が
交
通
安
全

誓
い
の
言
葉
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、参
加
者
全
員
で
駅
前
を

パ
レ
ー
ド
し
、横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー

ド
を
手
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や

飲
酒
運
転
の
追
放
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

　
東
北
消
防
署
と
東
北
町
、町
消
防

団
は
十
月
十
七
日
、町
内
を
防
火
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　
住
友
生
命
前
で
行
わ
れ
た
出
発
式

で
は
、東
北
地
区
八
つ
の
保
育
園
、保

育
所
の
四
、五
歳
児
と
消
防
署
員
や

消
防
団
員
、町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、航

空
自
衛
隊
東
北
町
分
屯
基
地
な
ど
か

ら
約
百
五
十
人
が
参
加
、園
児
た
ち

が「
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」「
火

事
の
な
い
町
を
つ
く
り
ま
す
」「
立
派

な
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
な
り
ま
す
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
防
火
の
誓
い
を

し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、参
加
者
が
栄
町
・
坂
下

町
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
、火
災
予
防

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　「
秋
の
火
災
予
防
週
間
」初
日
の
十

月
十
七
日
、上
北
地
区
で
防
火
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、同
地
区
の
消
防
団
員
や

上
北
地
区
六
つ
の
保
育
園
園
児
ら
約

百
三
十
名
が
参
加
し
て
町
民
に
防
火

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
役
場
前
で
行
わ
れ
た
出
発
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
竹
内
町
長
が「
火
災
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
町
民
に
防
火
を
呼
び
か

け
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、上

野
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
鼓
笛
隊
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
で
は
、消
防
団
員
が
プ
ラ

カ
ー
ド
を
手
に
防
火
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ

か
、園
児
た
ち
が「
マ
ッ
チ
一
本
火
事

の
も
と
」と
大
き
な
声
で
火
の
用
心
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
乙
供
文
化
保
育
園（
久
保
田
公
生
園

長
）の
園
児
た
ち
が
十
月
十
一
日
、自

分
た
ち
で
集
め
た
一
円
玉
募
金
を
日

赤
東
北
町
奉
仕
団
の
赤
い
羽
根
共
同

募
金
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
同
奉
仕
団
か
ら
園

児
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、赤
い
羽
根
は

針
が
あ
っ
て
危
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

ド
ラ
え
も
ん
の
バ
ッ
チ
と
シ
ー
ル
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。



親
子
で
仲
良
く

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む

学
校
保
健
に
関
す
る

　
今
日
的
課
題
を
研
究
協
議

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
通
じ
交
流

　
　
　
　
東
北
町
保
育
研
究
会

　
第
四
十
七
回
上
北
地
方
学
校
保
健

研
究
大
会
東
北
町
大
会
が
九
月
二
十

八
日
、
町
民
体
育
館
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
、
上
十
三
地
区
の
学
校
関
係

者
約
六
百
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
心
と
体
と
食
事
の
健

康
に
つ
い
て
三
つ
の
会
場
で
研
究
協

議
を
し
た
ほ
か
、
ヤ
ン
キ
ー
先
生
と

し
て
知
ら
れ
る
横
浜
市
教
育
委
員
の

義
家
弘
介
さ
ん
が
「
ヤ
ン
キ
ー
新
た

な
る
挑
戦
！
」
と
題
し
て
講
演
。「
優

し
さ
と
甘
さ
を
履
き
違
え
て
い
る
大

人
が
多
い
。
家
庭
で
も
学
校
で
も
愛

情
を
持
っ
て
厳
し
さ
と
や
さ
し
さ
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
。」と
話

し
、
現
在
の
家
庭
や
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
熱
く
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
東
北
町
上
北
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

障
害
を
持
つ
親
の
会「
タ
ン
ポ
ポ
教

室
」主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

約
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は「
障
害
が
あ

る
と
騒
い
だ
り
動
い
た
り
す
る
の
で
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
連
れ
て
行
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
、同
教
室
の
親
た
ち

が
実
現
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、ギ
タ
リ
ス
ト
で

歌
手
の
松
山
隆
宏
さ
ん
と
、サ
ッ
ク

ス
奏
者
の
徳
永
さ
ん
の
歌
と
お
し
ゃ

べ
り
に
、参
加
者
た
ち
も
手
拍
子
を

打
っ
た
り
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
し
な

が
ら
楽
し
そ
う
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

　
東
北
町
保
育
研
究
会（
榎
本
興
悦

会
長
）は
十
月
七
日
、町
内
十
四
の
保

育
園
に
入
所
し
て
い
る
最
年
長
の
園

児
約
百
七
十
名
を
南
総
合
運
動
公
園

ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
集
め
、ふ
れ
あ
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
、来
年
四
月
か
ら
新
し
い

小
学
校
で
共
に
学
ぶ
仲
間
と
の
交
流

を
図
る
目
的
で
実
施
し
て
お
り
、今

年
は
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
、フ
ー

プ
取
り
ゲ
ー
ム
、色
別
対
抗
リ
レ
ー

な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
東
北
町（
東
北
地
区
）、野
辺
地
町
、

六
ヶ
所
村
で
組
織
す
る
野
辺
地
地
区

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会（
横

浜
ち
え
会
長
）は
十
月
十
二
日
、茅
葺

き
家
屋「
ま
な
か
」で
生
活
技
術
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
員
約
三
十
名
が
参
加
。講
師
に

町
特
産
品
販
売
促
進
協
議
会
の
高
山

き
み
さ
ん
、み
ど
り
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
の
清
野
千
鶴
子
さ
ん
を
迎
え
、

漬
け
物
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。熱

心
に
作
り
方
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、午
後
か
ら
は
町
栄
養
士
、保

健
師
に
よ
る
ミ
ニ
健
康
講
座
も
行
わ

れ「
健
康
」へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

▲ゲームを楽しみながらみんなで交流

▲漬物づくりを熱心に学ぶ参加者

▲教育について熱く語る義家弘介さん

▲温かい演奏を披露する松山さんと徳永さん

“
ま
な
か
”で
生
活
技
術
講
座
開
催

〜
漬
け
物
づ
く
り
〜
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秋
の
実
り
に
感
謝

　
　
児
童
ら
が
稲
刈
り
体
験

シ
ル
バ
ー
会
員
が

　
　
　
各
地
で
奉
仕
活
動

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ

　
　
い
っ
ぱ
い
と
れ
た
よ
！

紫
黒
米
に
つ
い
て
勉
強
し
よ
う

　
上
北
小
児
童
が
稲
刈
り
体
験

▲みんなで楽しく作業に取り組む児童たち

▲大きなサツマイモがとれたよ

▲稲刈り初体験の児童たち

▲草刈り作業に汗を流す会員のみなさん

　
中
部
上
北
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
槇
猛
夫
理
事
長
）は
十
月
十

九
日
、四
地
区（
東
北
、上
北
、七
戸
、

天
間
林
）に
分
か
れ
て
清
掃
・
草
刈
り

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、県
で
十
月
の
第
三
水
曜

日
を「
シ
ル
バ
ー
の
日
」と
し
た
こ
と

を
受
け
、シ
ル
バ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と

地
域
に
対
し
て
美
化
活
動
や
会
員
の

特
技
を
活
か
し
た
活
動
を
行
お
う
と

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
当
町
で
は
、ロ
マ
ン
の
森
公
園
と

上
北
町
駅
周
辺
で
実
施
。参
加
し
た

会
員
は
、草
刈
り
と
ゴ
ミ
拾
い
に
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
二
保
育
園（
田
嶋
享
園
長
）と
第

三
保
育
園（
千
葉
智
園
長
）の
園
児
と

そ
の
家
族
ら
約
六
十
人
が
十
月
十
二

日
、大
浦
地
区
の
畑
で
五
月
に
自
分

た
ち
で
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫

を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、家
族
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
土
の
中
か
ら
大
き
く

育
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
出
し
て

は
大
歓
声
を
あ
げ
、小
さ
な
体
い
っ

ぱ
い
に
収
穫
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、作
業
終
了
後
に
は
み
ん
な

で
蒸
か
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
お
い
し

そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
八
甲
田
黒
米
栽
培
研
究
会（
蛯
名

昇
会
長
）に
よ
る
紫
黒
米
の
稲
刈
り

が
十
月
十
八
日
、町
内
の
水
田
で
行

わ
れ
、上
北
小
学
校
の
五
年
生
六
十

二
人
が
農
作
業
の
大
変
さ
と
収
穫
の

喜
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
に

紫
黒
米
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う

と
毎
年
同
校
児
童
を
招
い
て
田
植
え

と
稲
刈
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、参
加
し
た
児
童
は
ほ
と

ん
ど
が
稲
刈
り
初
体
験
。老
人
ク
ラ

ブ
の
方
か
ら
稲
の
刈
り
方
や
稲
の
束

ね
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、楽
し
そ
う

に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
小
川
原
小
学
校（
新
渡
戸
靖
子
校

長
）の
四
〜
六
年
生
の
児
童
四
十
名

が
十
月
五
日
、父
母
や
地
域
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
ら
と
一
緒
に
学

校
田
で
稲
刈
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、高
齢
者
と
ふ
れ
あ
う
と

と
も
に
、収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
よ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
、父
母
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
か
ら
稲
の
刈
り
方
や
稲
の
束

ね
方
を
教
わ
り
な
が
ら
み
ん
な
で
楽

し
く
稲
を
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　
刈
り
取
っ
た
稲
は
脱
穀
、乾
燥
し
、

十
二
月
に
収
穫
祭
を
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

9



上
北
小
ソ
フ
ト
ス
ポ
少
年
団

　
　
　
東
北
大
会
準
優
勝
報
告

10

　
第
十
九
回
上
北
地
区
町
民
総
合
体

育
大
会
秋
季
大
会
が
九
月
十
一
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
、
南
総
合
運
動
公

園
を
主
会
場
に
上
北
地
区
の
十
地
区

か
ら
約
六
百
人
の
選
手
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、ど
の
試
合
も
好
プ
レ
ー
、

珍
プ
レ
ー
が
続
出
。
選
手
の
皆
さ
ん

は
地
区
を
超
え
、
お
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
冬
季
大
会
は
二
月
十
二
日

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

◆
総
合
成
績（
秋
季
大
会
）

①
旭
町（
3
5
点
）②
栄
町（
2
9
点
）

③
小
川
原（
2
8
点
）④
上
野
⑤
新
町

⑥
第
一
小
⑦
本
町
⑧
南
町
⑨
花
向
町

⑩
新
山

◆
種
目
別

▽
野
球
①
旭
町
②
小
川
原

▽
ソ
フ
ト（
男
子
）①
栄
町
②
上
野

▽
ソ
フ
ト（
女
子
）①
上
野
②
第
一
小

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
①
栄
町
②
旭
町

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
①
栄
町
②
新

　
町

　
上
北
い
で
湯
カ
ッ
プ
’〇
五
が
十

月
一
・
二
日
の
両
日
、東
北
町
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、県
内
か
ら
一
般
選

手
八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
初
日
に
は
、小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
東
奥
学
園
卓
球
部
に
よ
る

卓
球
教
室
や
合
同
練
習
、レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
技
術
の
向
上
や
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、男
女
別
、年
代
別
に
予

選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が

行
わ
れ
、参
加
し
た
選
手
た
ち
は
卓

球
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
な
が
ら
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

▲報告に訪れた上北小ソフトスポ少のみなさん

▲卓球を通しての交流が図られました

▲各競技とも熱戦を展開

寄付金を手渡す乙部吉廣さん（中）と大杉隆さん（左）

基金を手渡す乙部吉廣さん（中）と大杉隆さん（左）

上
北
い
で
湯
カ
ッ
プ
開
催

卓
球
技
術
の
向
上
と
親
睦
を
図
る

　
宮
城
県
女
川
町
で
開
催
さ
れ
た
第

四
回
東
北
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
出
場
し
た
上
北
小
ソ
フ
ト

ス
ポ
少
年
団
の
選
手
ら
二
十
人
が
九

月
二
十
七
日
、竹
内
町
長
を
訪
問
し
、

準
優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、一
、二
戦
と
も
手
に
汗

握
る
熱
戦
を
展
開
し
、決
勝
に
進
出
。

決
勝
で
は
藤
沢
レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ（
岩
手
県
）に
惜
し
く
も
二
対
四
で

敗
れ
た
も
の
の
、み
ご
と
準
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
竹
内
町
長
が
選
手
た

ち
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、選
手
た
ち
も

「
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
が
ん
ば
り

た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

総
得
点
で
旭
町
地
区
が
一
歩
リ
ー
ド

第
十
九
回
上
北
地
区
町
民
総
合
体
育
大
会

元
気
に
選
手
宣
誓
す
る

小
川
原
地
区
の
竹
内
哲
さ
ん

▲



後
半
戦
に
向
け
壮
行
会

　
　
　
　
　
後
援
会
が
激
励

愛
好
者
約
百
名
 
プ
レ
ー
楽
し
む

　
　
合
併
記
念
町
民
テ
ニ
ス
大
会
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レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
原
田
惇

さ
ん（
東
北
町
出
身
）の
壮
行
激
励
会

が
十
月
四
日
、町
内
の
飲
食
店「
藏
」

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
原
田
さ
ん
は
現
在
、フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
ー
ド
リ
ー
ム（
Ｆ
Ｄ
）シ
リ
ー
ズ
に

参
戦
中
。三
戦
を
残
し
総
合
二
位
に

つ
け
て
い
ま
す
。

　
壮
行
会
に
は
、後
援
会
員
約
三
十

名
が
参
加
。名
誉
会
長
の
竹
内
町
長

は「
合
併
記
念
式
典
に
は
大
き
な
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
飾
ら
せ
て
ほ
し
い
」、蛯

沢
正
勝
会
長
は「
町
民
に
夢
と
感
動

を
」と
そ
れ
ぞ
れ
激
励
し
た
。原
田
選

手
は「
総
合
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
チ
ャ

ン
ス
も
残
っ
て
お
り
、一
つ
上
の
ク

ラ
ス
Ｆ
３
昇
格
に
向
け
て
頑
張
り
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、十
月
十
七
日
に
は
、同
後
援

会
が
残
り
三
戦
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
と
支
援
金
百
三
十
万
円
を
贈
り
ま

し
た
。

　
レ
ー
ス
の
最
終
戦
は
十
一
月
二
十

五
日
、二
十
六
日
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト（
三
重
県
鈴
鹿
市
）で
す
。

　
皆
さ
ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▲後援会から原田さんに支援金が贈られました

▲各クラスの優勝ペア

寄付金を手渡す乙部吉廣さん（中）と大杉隆さん（左）寄付金を手渡す乙部吉廣さん（中）と大杉隆さん（左）寄付金を手渡す乙部吉廣さん（中）と大杉隆さん（左）

基金を手渡す乙部吉廣さん（中）と大杉隆さん（左）基金を手渡す乙部吉廣さん（中）と大杉隆さん（左）

▲壮行会であいさつする原田さん

　
新
東
北
町
合
併
記
念
町
民
テ
ニ
ス

大
会（
東
北
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
、

上
北
町
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
主
催
）が
十
月

十
六
日
、北
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、愛
好
者
約
百
名
が
参
加
。

心
地
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

◇
結
果
は
次
の
と
お
り

▼
Ａ
ク
ラ
ス
＝
①
黒
川
・
中
村
ペ
ア
②

向
井
・
村
山
ペ
ア
③
天
間
・
天
間
ペ
ア

▼
Ｂ
ク
ラ
ス
＝
①
松
山
・
高
田
ペ
ア
②

久
保
・
木
村
ペ
ア
③
向
井
・
向
井
ペ
ア

▼
中
学
生
の
部
＝
①
岡
山
・
前
野
ペ
ア

②
江
刺
家
・
向
井
ペ
ア
③
常
磐
・
工
藤

ペ
ア
▼
小
学
生
の
部
＝
①
高
田
・
木
村

ペ
ア
②
乙
供
・
松
山
ペ
ア
③
中
村
・
向

井
ペ
ア

善意ありがとう
◇町の奨学基金へ
　東北町ゴルフ協会の乙部吉廣さん、
大杉隆さんが11月11日、ホールインワ
ンを記念して、町の奨学基金として活
用して下さいと5万円を寄付しました。

◇町社会福祉協議会へ
　新東北町チャリティーゴルフ大会
実行委員会（乙部吉廣実行委員長）が
11月11日、社会福祉協議会へ大会での
チャリティーボックスと参加料の一
部20万円を福祉に役立てて下さいと
寄付しました。

基金を手渡す乙部吉廣さん（中）と大杉隆さん（左）
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私
は
、初
め
て
海
外
に
来
ま
し
た
。

私
が
こ
の
カ
ナ
ダ
に
行
け
る
こ
と
を

知
っ
た
時
、う
れ
し
い
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
が
、不
安
な
気
持
ち
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。で
も
今
で
は

楽
し
い
思
い
出
で
た
く
さ
ん
で
す
。

た
く
さ
ん
の
企
画
の
中
で
楽
し
か
っ

た
の
は
、ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
と
ウ
ィ

ス
ラ
ー
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、シ
ャ
ー

ロ
ン
さ
ん
と
フ
ラ
ン
ク
さ
ん
と
い
う

と
っ
て
も
や
さ
し
い
二
人
と
半
日
過

ご
し
ま
し
た
。子
供
は
も
う
大
き
い

の
で
も
う
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、大

き
な
猫
が
三
匹
も
い
ま
し
た
。と
っ

て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。ク
ロ
ッ

ケ
ー
と
い
う
複
雑
な
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

や
ホ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
と
い
う
輪
投
げ

の
よ
う
な
遊
び
を
し
た
り
、ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
海
を
見
た

り
楽
し
か
っ
た
で
す
。そ
の
後
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、私
た
ち
の
出
し
た
ク
イ
ズ
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。ウ
ィ
ス
ラ
ー

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、バ
ス
で
三
時

間
登
っ
て
さ
ら
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で

も
っ
と
上
に
行
き
ま
し
た
。少
し
歩

ウィスラー山にてみんなで記念撮影ウィスラー山にてみんなで記念撮影ウィスラー山にてみんなで記念撮影

カ
ナ
ダ
生
活
を
振
り
返
っ
て
　
　

蛯
沢
小
六
年
　
向
井
　
綾
乃

世界に、未来にはばたけ子どもたち世界に、未来にはばたけ子どもたち世界に、未来にはばたけ子どもたち世界に、未来にはばたけ子どもたち世界に、未来にはばたけ子どもたち
～夏休みカナダ海外生活～

　町では、国際化の進展に対応し、国際性豊かな人づくりの一環として「夏休みカナダ海外生活」
（企画・東奥日報社）へ今年も8人の児童・生徒を派遣しました。
　これは、外国の生活・文化・習慣を知ることにより、より国際理解を深め、広い視野から郷土を
見つめることができる青少年を育成する機会とするもので、小学生４人、中学生４人を派遣しま
した。
　7月27日から8月6日までの11日間を振り返り、派遣された児童・生徒からの感想を紹介します。
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く
と
雪
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。と
っ

て
も
き
れ
い
な
景
色
で
し
た
。あ
と

エ
メ
ラ
ル
ド
湖
と
呼
ば
れ
る
湖
も
見

ま
し
た
。こ
こ
も
き
れ
い
で
し
た
。私

に
は
食
事
は
あ
ま
り
合
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、何
日
か
経
つ
と
慣
れ
て
結

構
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

八
日
間
と
い
う
少
な
い
期
間
で
し
た

が
、六
年
生
ら
し
い
有
意
義
な
時
間

が
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。日
本
を

発
つ
前
に
先
輩
が「
と
っ
て
も
楽
し

い
よ
」と
言
わ
れ
た
と
お
り
、ず
っ
と

カ
ナ
ダ
で
暮
ら
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

と
い
う
く
ら
い
と
っ
て
も
楽
し
く
過

ご
せ
ま
し
た
。ま
た
行
き
た
い
で
す
。

ウィスラー山にてみんなで記念撮影

　
僕
は
カ
ナ
ダ
海
外
旅
行
生
活
で
海

外
と
日
本（
青
森
）の
違
い
や
カ
ナ
ダ

の
文
化
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。

　
で
は
、今
ま
で
の
こ
と
を
簡
単
に

話
し
ま
す
。

　
一
日
目
、十
時
五
十
五
分
頃
バ
ン

ク
ー
バ
ー
に
着
き
ま
し
た
。そ
の
後

す
ぐ
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ（
僕
た
ち
が
泊
ま
る

大
学
）へ
向
い
、説
明
を
聞
い
て
自
分

の
部
屋
へ
行
き
、誰
と
寝
る
か
、自
分

の
個
室
は
ど
ん
な
感
じ
か
見
ま
し
た
。

僕
の
部
屋
は
誰
の
部
屋
よ
り
広
く
使

い
や
す
か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　
二
日
目
、新
渡
戸
庭
園
や
人
類
博

物
館
に
行
っ
て
カ
ナ
ダ
巨
大
ト
ー
テ

ム
ポ
ー
ル
な
ど
を
見
ま
し
た
。

　
三
日
目
、こ
の
日
は
み
ん
な
で
水

泳
を
し
ま
し
た
。水
泳
で
は
、水
中
バ

ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を
し
ま
し
た
。着
替

え
の
時
、倉
庫
の
鍵
が
な
い
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、無

事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
四
日
目
、待
ち
に
待
っ
た
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
友

達
の
も
の
を
買
っ
た
り
し
て
、昼
食

は
カ
レ
ー
を
食
べ
、水
族
館
に
行
き

ま
し
た
。

　
五
日
目
、ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
う
ま
く
会
話
で
き

た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
六
日
目
、今
日
は
サ
イ
エ
ン
ス
ワ

ー
ル
ド
と
い
っ
て
科
学
に
つ
い
て
勉

強
す
る
所
で
す
。僕
は
三
沢
航
空
科

学
館
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
七
日
目
、今
日
は
英
会
話
の
授
業

の
修
了
式
が
あ
り
ま
し
た
。小
学
校

と
中
学
校
で
出
し
物
を
し
ま
し
た
。

ま
あ
ま
あ
う
ま
く
い
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　
八
日
目
、ウ
ィ
ス
ラ
ー
と
い
う
山

に
行
き
ま
し
た
。僕
は
ウ
ィ
ス
ラ
ー

で
雪
を
触
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
九
日
目
、つ
い
に
最
後
の
日
。午
後

十
一
時
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ナ
ダ
旅
行
が
面
白
く
て
、

英
語
で
う
ま
く
会
話
で
き
た
の
で
ま

た
行
き
た
い
で
す
。

　
ぼ
く
が
、カ
ナ
ダ
生
活
で
楽
し
か

っ
た
こ
と
は
、ほ
と
ん
ど
全
部
で
す
。

　
初
日
の
羽
田
空
港
か
ら
、バ
ン
ク

ー
バ
ー
国
際
空
港
ま
で
行
っ
て
か
ら

Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
来
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ビ
ル
み
た
い
な
寮
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
か
ら
で
す
。そ
し
て
、朝
昼
晩
の
ご

飯
が
全
部
バ
イ
キ
ン
グ
な
の
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
び
っ
く
り
し
ま
く
り
で
し

た
。
　
二
日
目
は
、午
前
に
英
語
教
室
が

始
ま
っ
て
、そ
の
先
生
が
イ
ベ
ッ
タ

先
生
で
す
。

　
三
日
目
の
英
語
の
授
業
が
終
わ
っ

て
か
ら
午
後
に
水
泳
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
プ
ー
ル
は
ジ
ャ
ン
プ
台
が

あ
っ
て
日
本
と
違
う
所
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
四
日
目
は
、午
前
か
ら
英
語
の
先

生
と
買
い
物
に
行
き
ま
し
た
。昼
食

は
全
員
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
ま
し

た
。と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。そ

こ
の
近
く
で
お
み
や
げ
を
買
い
ま
し

た
。
　
五
日
目
は
、ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の

日
が
来
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

先
の
人
の
名
前
は
シ
ャ
ロ
ン
さ
ん
と

フ
ラ
ン
ク
さ
ん
で
す
。そ
こ
の
家
で

は
猫
を
三
匹
飼
っ
て
い
ま
し
た
。シ

ャ
ロ
ン
さ
ん
の
家
で
や
っ
た
こ
と
は

最
初
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

昼
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。

午
後
は
海
に
行
っ
て
ア
イ
ス
を
買
い

ま
し
た
。そ
の
後
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

で
相
撲
や
ク
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
六
日
目
は
、英
語
教
室
が
終
わ
っ

て
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
に
行

き
ま
し
た
。と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
　
七
日
目
は
英
語
教
室
を
や
っ
て
か

ら
、後
半
に
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
に
行
き

ま
し
た
。

　
午
後
に
終
了
式
を
や
り
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
生
活
最
後
の
日
ウ
ィ
ス
ラ

ー
に
行
っ
て
山
登
り
を
午
前
中
に
や

り
ま
し
た
。午
後
は
、エ
メ
ラ
ル
ド
湖

に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
カ
ナ
ダ
に
来
て
か
ら
毎
日
と
て
も

楽
し
い
生
活
が
送
れ
ま
し
た
。

世界に、未来にはばたけ子どもたち世界に、未来にはばたけ子どもたち
カ
ナ
ダ
海
外
生
活
を
振
り
返
っ
て

蛯
沢
小
六
年
　
西
舘
　
拓
也

カ
ナ
ダ
海
外
生
活
を
振
り
返
っ
て

蛯
沢
小
六
年
　
中
村
　
郁
馬

カナダ海外生活
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私
が
ま
ず
カ
ナ
ダ
に
来
て
思
っ
た

こ
と
は
、日
差
し
が
強
く
て
暑
か
っ

た
こ
と
で
す
。日
本
に
い
た
時
青
森

と
同
じ
く
ら
い
の
気
温
と
聞
い
た
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。あ
と
空
港
に
も
だ
け
ど
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
い
ろ
ん
な
人
種
の
人

が
い
ま
し
た
。そ
れ
に
香
水
の
匂
い

が
き
つ
か
っ
た
で
す
。

　
次
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
着
い
て
部
屋
に
行

っ
た
後
、食
事
を
と
り
ま
し
た
。カ
ナ

ダ
の
料
理
っ
て
ど
ん
な
味
だ
ろ
う
？

と
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、Ｕ
Ｂ

Ｃ
で
は
お
い
し
い
時
も
あ
っ
た
け
ど
、

よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
が
出
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
の
生
活
が
二

日
経
っ
て
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。初
め
て

だ
っ
た
の
で
初
め
会
う
時
や
あ
い
さ

つ
の
時
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
の
ニ
コ
ル
さ
ん
は
も
て
な

し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
出
る
食

事
は
み
ん
な
お
い
し
く
て
い
っ
ぱ
い

食
べ
ら
れ
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
英
語
が
通
じ
な
か
っ
た
り
、話
し

か
け
ら
れ
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。夜
と

か
に
お
父
さ
ん
の
ア
ド
レ
ン
さ
ん
が

英
語
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ

は
と
て
も
発
音
と
か
が
す
ご
く
て
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
行
っ
た
時
間
は
と
て
も
短
く
感
じ

ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
っ
て
い
る
間

も
カ
ナ
ダ
で
の
英
語
の
授
業
が
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
は
日
本
の
授
業
と
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
楽
し
い

授
業
で
し
た
。来
年
も
カ
ナ
ダ
に
来

た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
来
年
三
年
生
な
の
で
カ
ナ
ダ

に
は
来
ら
れ
ま
せ
ん
。だ
け
ど
今
年

の
カ
ナ
ダ
生
活
の
中
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
て
日
本
で
も
過
ご
せ
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
ナ
ダ
生
活
で
で
き
た
友
達

と
は
学
校
も
違
う
か
ら
も
う
会
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、今
は
カ
ナ

ダ
に
い
る
の
で
残
り
少
な
い
一
緒
に

い
る
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
、今
回
初
め
て
海
外
へ
行
き

ま
し
た
が
、最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
け
ど
、今
で
は
、と
て
も
楽

し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
　
一
つ
目
は
、イ
ベ
タ
先
生
と
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
こ
と
で
す
。カ
ナ

ダ
の
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、お
み

や
げ
を
買
う
の
に
と
て
も
迷
い
ま
し

た
。
　
二
つ
目
は
、と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
ビ
ジ
ッ
ト
で
す
。最
初
は
あ

ま
り
話
を
し
な
い
で
い
た
け
ど
、ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
た
ら
、普

通
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
シ
ャ

ー
ロ
ン
さ
ん
と
フ
ラ
ン
ク
さ
ん
に
会

い
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
み
ん
な
一
緒
に
パ

ー
テ
ィ
ー
を
や
り
ま
し
た
。ク
イ
ズ

の
練
習
を
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
け
ど
、

成
功
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
八
日
間
、カ
ナ
ダ
で
生
活
し
て
、一

日
一
日
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
い
つ
か
カ
ナ
ダ
に
来
る
こ
と
が

で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
生
活
の
思
い
出
　
　
　
　

上
北
中
二
年
　
蛯
名
　
美
佳

カ
ナ
ダ
海
外
生
活
を
振
り
返
っ
て

千
曳
小
六
年
　
榎
本
　
　
盟

カ
ナ
ダ
海
外
生
活
の
感
想
　
　
　

上
北
中
二
年
　
小
笠
原
　
聡
美

　
私
は
カ
ナ
ダ
に
来
る
ま
で
不
安
と

期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。特
に
食

べ
物
が
違
う
の
で
体
調
を
崩
さ
な
い

か
と
不
安
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、カ
ナ
ダ
の
食
べ
物
は
予

想
以
上
に
お
い
し
く
て
、特
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
食
べ
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ

ィ
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

一
回
無
理
を
し
て
食
べ
過
ぎ
た
ら
、

お
腹
を
こ
わ
し
た
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、そ
の
時
食
べ
た
ト
ー
ス
ト
は
普

通
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
カ
ナ
ダ
の
景
色
は
ど
こ
も
き
れ
い

で
、特
に
橋
の
上
か
ら
見
る
町
並
み

や
山
の
上
か
ら
見
た
氷
河
、海
辺
の

砂
浜
は
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。普

通
に
道
を
歩
い
て
い
る
と
ア
ラ
イ
グ

マ
や
リ
ス
が
出
て
き
た
こ
と
に
は
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。や
っ
ぱ
り
カ
ナ

ダ
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
す
ご

い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、四
人
家
族

の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。お
母
さ
ん
の
ニ
コ
ル
さ

ん
は
と
て
も
や
さ
し
く
、私
た
ち
が

お
母
さ
ん
の
言
っ
た
文
が
分
か
ら
な

い
と
い
う
と
辞
書
を
持
っ
て
き
て
と

言
っ
て
く
れ
て
、丁
寧
に
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。お
父
さ
ん
の
ア
ド
レ
ン

さ
ん
は
私
た
ち
に
わ
ざ
わ
ざ
時
間
を

と
っ
て
く
れ
て
単
語
や
文
を
た
く
さ

ん
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。途
中
で
犬

と
庭
で
遊
ん
だ
り
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
み
た

り
も
し
ま
し
た
。コ
ー
ナ
ー
君
や
イ

ザ
ベ
ル
ち
ゃ
ん
は
や
ん
ち
ゃ
で
、一

緒
に
庭
で
遊
ん
だ
と
き
も
す
ご
く
元

気
で
し
た
。
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▲UBC内にて英語の先生と

カ
ナ
ダ
海
外
生
活
体
験
学
習
　
　

　
東
北
東
中
三
年
　
荒
木
　
浩
美

カ
ナ
ダ
に
来
て
み
て
　
　
　
　
　

　
東
北
中
三
年
　
向
井
　
あ
か
ね

　
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
思
っ

た
こ
と
は
、や
っ
ぱ
り
カ
ナ
ダ
と
日

本
で
は
全
然
文
化
が
違
う
し
、習
慣

も
違
い
ま
し
た
。け
ど
、も
う
一
つ
違

う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
、ど
ち
ら
の
文
化
も
す
ば
ら
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。日
本
は
日
本

で
食
べ
物
は
お
い
し
い
し
、カ
ナ
ダ

は
カ
ナ
ダ
な
り
の
お
い
し
い
食
べ
物

が
あ
る
。文
化
も
同
じ
で
日
本
は
日

本
な
り
、カ
ナ
ダ
は
カ
ナ
ダ
な
り
に

良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。な
の
で
、こ
の
貴
重

な
体
験
を
必
ず
将
来
に
役
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
将
来
の
夢
が

叶
う
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
回
、二
度
目
と
な
る
カ
ナ
ダ
海

外
生
活
体
験
学
習
は
た
く
さ
ん
の
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。去
年
は
日
本

と
カ
ナ
ダ
の
違
い
を
あ
ま
り
勉
強
で

き
ず
に
い
ま
し
た
。で
も
今
年
は
日

本
と
カ
ナ
ダ
の
文
化
の
違
い
や
風
習

な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
空
港
を
出
発
し
て
長
時
間
飛
行
機

に
揺
ら
れ
て
着
い
た
先
は
カ
ナ
ダ
の

北
側
に
あ
る
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
い
う

都
市
で
す
。バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
と
て

も
住
み
よ
い
街
と
し
て
有
名
で
私
も

大
好
き
で
す
。次
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
い
う

と
て
も
敷
地
が
大
き
い
大
学
へ
行
き

ま
す
。Ｕ
Ｂ
Ｃ
内
に
は
シ
ョ
ッ
プ
や

庭
園
、プ
ー
ル
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ

り
、歩
く
の
が
大
変
で
す
。私
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
場
所
は
新
渡
戸
庭
園

で
す
。新
渡
戸
庭
園
は
カ
ナ
ダ
へ
来

た
新
渡
戸
稲
造
の
記
念
庭
園
で
、日

本
に
戻
っ
て
来
た
か
の
よ
う
に
と
て

も
美
し
く
、空
気
も
さ
わ
や
か
で
良

い
所
で
す
。

　
そ
し
て
最
高
の
思
い
出
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
す
。初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
た
時
は
全
く
英
語
を
話
せ
ず
最

後
ま
で
も
う
ち
ょ
っ
と
や
れ
た
の
に

と
、心
残
り
が
あ
り
ま
し
た
。で
も
そ

ん
な
失
敗
を
せ
ず
に
一
生
懸
命
調
べ

た
り
教
え
て
も
ら
っ
た
り
と
何
と
か

返
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
は
と
て
も

親
切
で
お
も
し
ろ
く
て
大
好
き
で
す
。

話
を
た
ま
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
り
、間
違
っ
て
話
し
た
り
と
大

変
だ
っ
た
け
ど
、と
て
も
楽
し
い
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。あ
と
、ウ
ィ
ス

ラ
ー
と
い
う
何
千
年
も
の
氷
河
が
見

ら
れ
る
と
い
う
所
に
も
行
き
ま
し
た
。

天
気
が
も
の
す
ご
く
良
く
て
ビ
ッ
ク

リ
し
た
け
ど
、周
り
の
景
色
も
と
て

も
良
く
て
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り
ま

し
た
。下
の
方
へ
行
く
と
湖
が
あ
り
、

そ
こ
も
す
ご
く
キ
レ
イ
で
感
激
し
ま

す
。
　
と
て
も
短
い
間
に
た
く
さ
ん
の
場

所
へ
行
け
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
カ
ナ
ダ
へ
来
る
事
は
な
い
だ
ろ
う

け
ど
、こ
ん
な
に
良
い
体
験
を
で
き

た
の
で
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。十

日
間
で
他
の
人
た
ち
と
も
仲
良
く
な

っ
て
私
は
と
っ
て
も
幸
せ
で
す
。一

度
行
っ
て
も
ま
た
行
き
た
く
な
る
く

ら
い
カ
ナ
ダ
は
本
当
に
良
い
所
で
す
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
抱
き
な

が
ら
日
本
へ
帰
っ
て
皆
に
楽
し
く
て

笑
え
る
お
み
や
げ
話
を
た
く
さ
ん
し

て
あ
げ
た
い
で
す
。ま
た
い
つ
か
来

ら
れ
る
日
が
あ
る
の
な
ら
行
き
た
い

で
す
。

　
今
回
カ
ナ
ダ
に
来
て
み
て
一
番
心

に
残
っ
た
こ
と
は
、英
語
の
先
生
と

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
買
い
物
に
行
っ
た

こ
と
と
、ウ
ィ
ス
ラ
ー
の
山
で
友
達

と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
で
す
。

　
英
語
の
先
生
と
一
緒
に
買
い
物
に

行
っ
た
時
は
、少
し
英
語
で
話
を
し

た
り
、写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
ウ
ィ
ス
ラ
ー
に
行
っ
た
時
は
、山

の
上
の
方
ま
で
登
る
の
が
と
て
も
大

変
で
し
た
が
、氷
河
を
見
た
り
触
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
ま
た
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
も
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
仲
良
く
話
し
た

り
、遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
お
土

産
も
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
で
、

と
て
も
い
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
役
立
て
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。

カナダ海外生活
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適量ってどれくらい？ ※この量の3倍以上を飲むと大量飲酒です

日本酒

ビール

ウイスキー

1合（180P）

中ビン1本（500P）

シングル2杯
またはダブル1杯

ワイン

黒ビール

焼酎

グラス2杯（200P）

小ビン1本（334P）

25%のもの（90P）

11・12月の健康カレンダー
事  業  名

乳児健診

幼児健診

東北町保健福祉
センター

東北町保健福祉
センター

東北町保健
福祉センター

上北保健福祉
センター

13：00～
13：15

10：00～
10：15

13：00～
13：15

10：00～
14：30

 9：30～
12：00

10：00～
14：30

12：50～
13：00

美須々地区
婦人ホーム

東北町保健
福祉センター

中央公民館

はつらつ教室

ポテトクラブ
（精神障害者の集い）

毎週　　　  
月、火、木、金

ほがらか教室

七戸病院健康
管理センター

・３ヵ月児
（平成17年7月9日～8月5日生まれ）
＊対象者には個別通知します

・40歳以上で自分または家族の協力で会
場まで来られる方

（参加希望の方は上北保健福祉センター
までご連絡ください。）

・脳卒中後遺症、老化などにより体の機能
が低下している方（自分または家族の協
力で会場まで来られる方）

・心の病気を治療中で社会復帰を目指し
ている方、及び家族の方
（初めて参加する方は申請書等の提出が
必要ですので保健師までご連絡ください。）

・６ヵ月児
（平成17年4月、5月生まれ）

・９ヵ月児
（平成17年1月、2月生まれ）

・２歳児６ヵ月児健診
（平成15年4月、5月生まれ）

・１歳児健診
（平成16年10月、11月生まれ）

上北保健福祉

センター

11月25日（金）

つつじ作業所

乳幼児健診・予防接種等をうける際は、母子手帳を忘れずにお持ちください。

実  施  日 実施場所 受付時間 対  象  者

問い合わせ先：保健衛生課
東北町保健福祉センター　0175ｰ63ｰ2001
上北保健福祉センター　　0176ｰ56ｰ2933

11月 7日（月）

10：00～
10：15

10：00～
10：15

13：00～
13：15

13：00～
13：15

・１歳６ヵ月児健診
（平成16年4月、5月生まれ）

・１歳児健診
（平成16年11月、12月）

・１歳６ヵ月児健診
（平成16年5月、6月生まれ）

12月 6日（火）

11月29日（火）

11月16日（水）

12月 6日（火）

11月 8日（火）

11月29日（火）

11月10日（木）

3歳児健診 上北保健福祉
センター

12：30～
12：45

・平成14年3月、4月、5月生まれ
・対象者には個別通知します
・前回未受診者の子も受けてください

11月18日（金）

11月24日（木）
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こんにちは保健師です

東北町保健師

江刺家　紅実子

みなさんお酒は飲みますか？

ポイント①  食べながらゆっくり飲む

　お酒はストレスを解消したり、人間関係を円

滑にしたりと良い効果もありますが、度が過ぎ

ると様々な障害を引き起こします。

　青森県では飲酒が習慣化している割合が60

％強となっており、半数以上に飲酒習慣があり

ます。その中でも大量飲酒（清酒にして３合以上）

している割合は25％となっています。アルコ

ール消費量も全国で４位と青森県は大量飲酒

県となっています。アルコール消費量と最近多

くなっている自殺は大きく関係しているとい

うこともあり、今回、上手にお酒とつきあって

いくためのポイントを説明します。

　食べ物が胃腸からアルコールの吸収速度を

抑えるので酔いにくくなります。またアルコー

ルにエネルギーはありますが栄養素はゼロ。食

事で必要な栄養素をきちんととりましょう。た

だし、脂っこい料理は避けましょう。

ポイント②  日本酒なら１日２合まで

　肝臓で代謝されるアルコールの量は、１時間

に７ｇ程度。翌朝血中濃度をゼロにするために

は、日本酒なら２合まで、午前０時を回ったら

飲まないようにしましょう。

ポイント③  週に２日は休肝日を

 毎日お酒を飲んでいると、肝臓を休ませる暇

がなく機能の低下を招きかねません。最低でも

週に、できれば連続して２日は肝臓を休ませる

ようにしましょう。

ポイント⑤  ゆったりとした
　　　　　　　　　 気分で楽しく飲む

　アルコールはゆったりとした気分で楽しく

飲めば、心もからだもリラックスしてストレス

の解消に役立ちます。ただし、ほろ酔い加減を

過ぎてしまいますとストレスの解消にはなり

ません。

☆飲まない人より
　　　　　飲む人が長生きする？

　昔から“お酒は百薬の長”と言われてきまし

たが、実際にお酒を飲まない人よりも少しお酒

を飲む人のほうが死亡率が低いことがわかっ

ています。日本や欧米での研究によると、１日

あたりの純アルコール量が男性で10～19g、女

性で９g までが最も死亡率が低く、それ以上に

なると死亡率は上昇する結果となりました。あ

くまでも適量を守らなければ、アルコールの害

のほうが圧倒的に多いことを忘れないでくだ

さい。

ポイント④  たばこは厳禁

　たばこはさまざまな害があることはよく知

られてしますが、お酒を飲みながら喫煙すると、

アルコールでニコチンが溶けやすくなるので、

たばこの害は倍増します。また、血管の収縮が

早くなって動脈硬化を促進します。禁煙を心が

けましょう。



平成17年11月から青森保健所の
エイズ検査にHIV即日検査を導入します
平成17年11月から青森保健所の

エイズ検査にHIV即日検査を導入します
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★仕上げみがきをがんばっています★★夜のハミガキがんばっています★ ★仕上げみがき頑張ってます★

★寝る前のはみがきをお姉ちゃんとやってます★★はみがきがんばってます★ ★仕上げみがきはパパがやってます★

★1日3回みがいてます★★風呂で親子一緒にはみがきしてます★ ★歌をうたいながら楽しくはみがきしてます★

★仕上げみがきしてます★

むし歯のない子むし歯のない子
 全員集全員集合！！
むし歯のない子むし歯のない子
 全員集全員集合！！
むし歯のない子
 全員集合！！

東北地区で行った3歳児健診で、むし歯のなかった子10人を紹介します。

けん　　とくけん　　とくか　っ　ちか　っ　ち

甲　地　謙　徳甲　地　謙　徳くんくん
（H14.H14.３.３生）３生）

けん　　とくか　っ　ち

甲　地　謙　徳くん
（H14.３.３生）

のり　　のり　　 といの　　うえいの　　うえ

井　上　典　士井　上　典　士くんくん
（H14.H14.３.９生）９生）

のり　　 といの　　うえ

井　上　典　士くん
（H14.３.９生）

りょう　　とりょう　　とさわ　　さわ　　 だ

澤　田　凌　斗澤　田　凌　斗くんくん
（H14.H14.３.６生）６生）

りょう　　とさわ　　 だ

澤　田　凌　斗くん
（H14.３.６生）

けい　　けい　　 たむか　　むか　　 い

向　井　恵　太向　井　恵　太くんくん
（H14.H14.４.16.16生）生）

けい　　 たむか　　 い

向　井　恵　太くん
（H14.４.16生）

の　　の　　      あささ　　くらささ　　くら

笹　倉　乃　愛笹　倉　乃　愛ちゃんちゃん

（H14.H14.５.30.30生）生）

の　　   あささ　　くら

笹　倉　乃　愛ちゃん
（H14.５.30生）

はる　　はる　　 ととお　　しまとお　　しま

遠　島　晴　斗遠　島　晴　斗くんくん
（H14.H14.４.９生）９生）

はる　　 ととお　　しま

遠　島　晴　斗くん
（H14.４.９生）

ここ　　ここ　　 ねさ　　さ　　    とうとう

佐　藤　心　寧佐　藤　心　寧ちゃんちゃん

（H14.H14.５.７生）７生）

ここ　　 ねさ　　  とう

佐　藤　心　寧ちゃん
（H14.５.７生）

たく　　たく　　 とはま　　はま　　 だ

濱　田　拓　斗濱　田　拓　斗くんくん
（H14.H14.３.27.27生）生）

たく　　 とはま　　 だ

濱　田　拓　斗くん
（H14.３.27生）

かつ　　よしかつ　　よしはやし　　だはやし　　だ

林　田　且　義林　田　且　義くんくん
（H13.H13.３.31.31生）生）

かつ　　よしはやし　　だ

林　田　且　義くん
（H13.３.31生）

せい　　せい　　 やつち　　はしつち　　はし

土　橋　誠　弥土　橋　誠　弥くんくん
（H14.H14.４.22.22生）生）

せい　　 やつち　　はし

土　橋　誠　弥くん
（H14.４.22生）



平成平成1717年1111月から青森保健所の月から青森保健所の
エイズ検査にエイズ検査にHIVHIV即日検査を導入します即日検査を導入します
平成平成1717年1111月から青森保健所の月から青森保健所の

エイズ検査にエイズ検査にHIVHIV即日検査を導入します即日検査を導入します
平成17年11月から青森保健所の

エイズ検査にHIV即日検査を導入します
　県内各保健所では、匿名･無料でエイズ検査を行っていますが、青森保健所では平成17年11月から

ＨＩＶ即日検査を導入します。

　結果は、「陰性」の場合では、検査の受付から約１時間でお知らせすることができます。

◆実施場所－青森保健所（東地方健康福祉こどもセンター保健部）

◆実施日時－毎月第２・第４木曜日13：00～14：00

　　　　　　（受付、問診、採血、検査、結果のお知らせとカウンセリング）

◆申込方法－要電話予約　専用電話　017－741－9666

　　　　　　　　　　　　受付時間　平日 ８：30～17：15

　※なお、プライバシーは守られます。

◆その他－即日検査では100人に１人くらいの人が感染していないのに「偽陽性」判定となることが

　あるため、別途確認検査を行うことがあります。その場合は、後日（保健所指定日）に結果をお知ら

　せします。

　※なお、他の保健所は、これまでどおりの検査方法のため、結果は、２週間後にお知らせしています。

◎お問合先－青森県保健衛生課　TEL 017－734－9284

工藤医院

浅葉医院

ちびき医院

吉田内科医院

すみれクリニック
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むし歯のない子
 全員集合！！
むし歯のない子
 全員集合！！けん　　とくか　っ　ち

甲　地　謙　徳くん
（H14.３.３生）

のり　　 といの　　うえ

井　上　典　士くん
（H14.３.９生）

りょう　　とさわ　　 だ

澤　田　凌　斗くん
（H14.３.６生）

けい　　 たむか　　 い

向　井　恵　太くん
（H14.４.16生）

の　　   あささ　　くら

笹　倉　乃　愛ちゃん
（H14.５.30生）

はる　　 ととお　　しま

遠　島　晴　斗くん
（H14.４.９生）

ここ　　 ねさ　　  とう

佐　藤　心　寧ちゃん
（H14.５.７生）

たく　　 とはま　　 だ

濱　田　拓　斗くん
（H14.３.27生）

かつ　　よしはやし　　だ

林　田　且　義くん
（H13.３.31生）

せい　　 やつち　　はし

土　橋　誠　弥くん
（H14.４.22生）

◆65歳以上インフルエンザ予防接種のお知らせ
◆対象者　　・65歳以上の町民（昭和15年11月30日以前に生まれた方で、予防接種の実施日までに

　　　　　　　65歳の誕生日を迎えた方で接種を希望する方）

　　　　　　・60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓、若しくは呼吸器の機能に障害のある方

　　　　　　 （身障者手帳を持っている方）

◆回　　数　　　１ 　回

◆費　　用　　　無　料 （町で負担）

◆接種期間　　　11 月１日（火） ～ 11 月30 日（水）

◆実施医療機関及び受付時間　（希望する医療機関で接種してください。）

※ 対象者には予診票が送付されます。

◎お問合先　　　東北町保健福祉センター　　TEL  0175－63－2001

　　　　　　　　北保健福祉センター　　　　TEL  0176－56－3111（内線361）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL  0176－56－2933（直通）

（TEL 0176－56－2210）

（TEL 0176－56－2221）

（TEL 0175－63－2310）

（TEL 0175－63－3777）

（TEL 0175－64－5100）
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※届出人の本人確認ができない場合、異動する本人宛に「住民異動届を受理した」
　旨を郵送でお知らせいたします。

住民異動届出時における本人確認について住民異動届出時における本人確認について住民異動届出時における本人確認について住民異動届出時における本人確認について住民異動届出時における本人確認について

▽本庁舎　　℡ 0176－56－3111（内線152・153）
▽分庁舎　　℡ 0175－63－2111（内線549）

　総務省通達により全国的に平成17年10月1日から、住民異動届を提出された方の

「本人確認」を実施しております。

本人確認が必要となる住民異動届 本人確認書類の種類

転入届

転出届

転居届

変更届
（世帯主変更・世帯合併・
 世帯分離）

　最近、本人の知らない間に住民異動届が提出されるという事件が、全国的に発生しており

ます。東北町ではこのような第三者による虚偽の届出の防止と早期発見のため、10月3日か

ら、住民異動届をされる際、窓口へ届出に来られた方（代理人も含む）の本人確認を行ってお

ります。届出の際には、本人確認書類をお持ちください。

　なお、代理人が第三者の場合、委任の旨を証する書面（異動する本人が自署）が必要となり

ます。

　※お手数をおかけしますが、町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

上記に準ずるもの

（準ずるものの場合、複数の書類の提示を求めたり又ご本

 人に関する質問などもさせて頂くことがあります。）

健康保険証・介護保険証・年金手帳・敬老手帳

各種年金証書・住民基本台帳カード（顔写真なし）

など
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　戸別訪問や電話による納
付のご案内をしています社
会保険事務所では皆様の大
切な年金権を確保するために、
納付期限を過ぎても保険料
が納められていない方へ、
電話や戸別訪問によって納
付のご案内をしています（土
曜、日曜日や夜間も実施し
ています）。戸別訪問では、
社会保険事務所職員、国民
年金推進員、収納指導員が
身分証明書を携帯して、保
険料の収納、年金制度の周
知の目的でお伺いしています。
なお、電話や訪問による納
付のご案内では、個人情報
を聞き出すということはあ
りません。最近社会保険事
務所職員を装い、個人情報
を聞きだそうとする不審な
電話が発生していますが、「あ
やしい？」と思ったらすぐ
回答せずに、社会保険事務
所へお問合わせください。

☆年末調整や確定申告で
「社会保険料控除証明書」等
の添付が必要になります

　納付した国民年金保険料
は全額が社会保険料控除の
対象になり、税金が軽減さ
れます。平成17年分の所得
の申告から年末調整や確定
申告で国民年金保険料を社
会保険料控除として申告す
る場合に、保険料の支払い
を証明する書類の添付が義
務づけられました。そのため、
11月初旬に社会保険庁より
「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行される

ことになりましたのでお知
らせします。年末調整また
は確定申告の手続きの際は
必ずこの証明書や領収証書
が必要になりますので、申
告を行うまで大切に保管し
てください。
◎お問合わせ先
　町民課国民年金係
▽本庁舎 ℡ 0176-56-3111
　　　　　　　　（内線153）
▽分庁舎 ℡ 0175-63-2111
　　　　　　　　（内線548）

【年金相談の時間延長
と休日開庁のご案内】

　青森社会保険事務所では、
国民年金に関する相談窓口
を開設いたします。
６日(日)と12日(土)は、午前
９時30分から午後４時まで、
７日(月)～11日(金)・14日(月)・
21日(月)・28日(月)は、午後
７時まで受付時間を延長し
ます。普段、仕事の関係で相
談ができない方は、是非ご
利用下さい。　　　　　　
◎お問合わせ先
▽青森社会保険事務所　
　℡ 017-734-7490
　　　　　（国民年金第１課）

【移動年金相談】
場所－七戸町柏葉館　　　
日時－11月22日（火）　
　　　11：00～14：30
【国民年金保険料納付相談】
◆場所－東北町コミュニテ
　　　　ィーセンター未来館
◆日時－11月24日（木）
　　　　11：00～15：00
◆場所－東北町文化センター
◆日時－11月30日（水）
　　　　11：00～15：00
※基礎年金番号通知書及び
　年金手帳、職歴のメモ等
　お持ちください。

上北地区の町民総合体育大会
秋季大会で1位になった地区
はどこ？ 　　　　（ヒントP10）

10月号当選者
　○木　村　由紀子　さん
　○北　田　久美子　さん
　○加　藤　美穂子　さん
　○冨　岡　綾　乃　さん
　○市　川　さとみ　さん

10月号の答え
　①小川原湖（が高瀬川放水路で
　　太平洋と結ばれている形状）

　②10本

　③11連覇

夏休み海外生活に参加した生
徒・児童は何人？訪問した国は
どこ？　　　　　（ヒントP12）

11月17日（木）

Q2

道の駅に展示されたミニねぶ
た。その大きさは実物の約何
分の１でしょうか？
　　　　　　　 　（ヒントP28）

Q3

Q1

役場企画課

・ ・ ・

住民異動届出時における本人確認について住民異動届出時における本人確認について
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ヨガエアロビクス
生徒募集

　日頃運動不足を感じている
方、私たちとヨガを取り入れ
たエアロビクスに参加してみ
ませんか？
◆場所・日時
▽北改善センター（旧甲地改
　善センター）
　毎週火曜日午後７時から午
　後８時30分頃まで
▽中央公民館
　毎週金曜日午後７時から午
　後８時30分頃まで
◆講師－沼山優子
◆入会金－1,000円
◆料金▽月４回2,000円（月初
　めに納めてください）▽１
　回600円（レッスン前に納
　めてください）
◆持ち物－飲み物（水又はス
　ポーツドリンク）、バスタオ
　ル、汗拭きタオル、シューズ
◆服装－ジャージ、Tシャツ（動
　きやすい格好でどうぞ）
◎お申込・お問合せ先
　▽北改善センター内　吹越
　　℡ 0175-62-2439
　▽キムラ文具　木村
　　℡ 0175-63-2026

ＮＨＫ学園
学生・受講者募集

　通信教育事業を行うＮＨＫ
学園では、広域通信制高等学校、
福祉通信教育、および生涯学
習通信講座の学生・受講生を
募集しています。
　まずは、無料の案内書・願書
をご請求ください。

◆募集内容－高等学校普通科
　18年度入学（新入生・転入生・
　編入生）、社会福祉コース（介
　護福祉受験資格取得・２年
　制）、社会福祉士養成課程（社
　会福祉士受験資格取得・２
　年制）、生涯学習通信講座（受
　講期間３か月～１年・年中
　受付）
◆募集期間（募集時期）
▽高等学校－平成18年２月
　１日～４月20日
▽社会福祉コース－平成18
　年２月１日～３月１日
▽社会福祉士養成課程－平成
　17年12月20日～平成18年
　３月２日
▽生涯学習通信講座－随時入
　学可
◎お問合せ先・資料請求先（無
　料送呈）－ＮＨＫ学園
　℡：042-572-3151
　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-06-8881
　（資料請求のみ）

あっそうだ！
今年の最賃いくらかな？

　青森県最低賃金は、10月１
日から時間額で608円に改正
されました。
　最低賃金制度は、「最低賃金
法」に基づき国が賃金の最低
限度を定め、使用者は最低賃
金より低い賃金で労働者を働
かせてはならないと定めたも
のです。

　このため青森県最低賃金は、
産業別最低賃金（４業種）が適
用される労働者を除き、県内
で働くすべての労働者（常用・
臨時・パート・アルバイトを問
わない）とその使用者に適用
されることになります。
　使用者は最低賃金について
常時見やすい場所に掲示をす
るか、その他の方法で労働者
に周知しなければなりません。
◎お問合せ先－青森労働局賃
　金室（℡ 017-734-4114）ま
　たは最寄りの労働基準監督
　署まで照会してください。

小型船舶操縦者法説明会

◆説明概要
①小型船舶操縦者法に基づく
　遵守事項
　・遵守事項違反点数制
　・違反後の行政処分
②新規取得者の小型船舶操縦
　者法に基づいた試験内容
③小型船舶免許講師養成講座
　開設
◆日時－11月26日（土）
　　　　午後１時～２時30分
◆会場－三沢市公会堂
◆入場料・資料－無料
※準備の都合上、参加希望者
　は電話にてお申込ください。
◎お申込・お問合せ先
　マリンライセンス教育セン
　ター東北事務所
　℡ 0234-35-1730
　FAX 0234-33-8699

賃　金

agesw
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公立小川原湖青年の家
主催事業のお知らせ

◎親子工作教室
　～花炭を飾ろう～
◆日時－11月26日(土)～27
　日(日)１泊２日
◆場所－小川原湖青年の家
◆参加対象
　親子（小学生以上）20組
◆参加料金
▽花炭釜製作費（１家族）　
　2,500円
▽食費・シーツ代（１人）　　
　1,500円
◆持ち物－洗面用具、着替え、
　防寒着、内ズック、作業用皮
　手袋（軍手不可）、エプロン
◆内容－花炭釜（花炭）と飾
　り台の製作
◆申込期限－11月18日(金)
　までに電話、FAX、E-Mail
　でお申込みください。
※11月18日(金)以降のキャ
　ンセルは実費をいただき
　ます。
◎お申込み・お問合せ先
　公立小川原湖青年の家
　℡ 0176-56-2393
　FAX 0176-56-5042
　[E-Mail]
　o-seinen@smile.ocn.ne.jp

上北視聴覚ライブラリー
主催事業のお知らせ

◎パソコン講習Excel初級編
◆期日－12月３日(土)・４(日)
◆会場－小川原湖青年の家
　第３研修室

◆内容－Excelの基本操作、表
　作成の基本、数式と関数等
◆対象－中学生・高校生・一般
　成人の方
◆定員－20名（定員となり次
　第締切）
◆費用－3,010円（テキスト：
　Excel2000～2003セミナ
　ーテキスト初級編、昼食代）
※テキストをお持ちの方、昼
　食を不要の方はその旨お申
　込みください。
◆持ち物－筆記用具※ノート
　パソコン持参可
◆その他
①この講座は県民カレッジ認
　定講座ですので、単位希望
　者は当日手帳を持参ください。
②Excelのバージョンによっ
　ては費用が変更となる場合
　があります。
◆申込期限－11月24日(木) 
　まで。
◎お申込み・お問合せ先
　上北視聴覚ライブラリー（小
　川原湖青年の家内）
　℡ 0176-56-2393
　FAX 0176-56-5042
※11月25日(金)以降のキャン
　セルは実費をいただきます。

上十三地域広域連携塾主催
「奥州街道よりみち完歩体験
in上十三」参加者募集

　塾生に限らず、どなたでも
参加できます。ご家族での参
加も大歓迎です。
◆日時－11月19日(土)
　午前９時～午後２時30分
◆ツアーコース－東北町・七
　戸町の奥州街道
◆主な内容
①９時～12時－ガイドと奥州
　街道を歩き、史跡を訪ねる
②12時～13時－バーベキュー

　ハウスにて昼食
③13時～13時30分－
　歴史研究家ミニ講演
◆集合場所－七戸町（旧天間
　林村）中央公園内バーベキ
　ューハウス
◆参加料－無料（ただし、昼食
　代として500円いただきます）
◆募集人数－40名（定員にな
　りしだい締切）
◆応募締切－11月17日(木)午
　後1時必着
◎お問合せ先－上十三地域広
　域連携塾事務局
　電話・FAX：0176-53-9500

十和田食肉センター
パート現場作業員募集

◆対象－自家用車で通勤でき
　る方で、18才～40才までの
　方（体力を要する作業「雇用
　対策法の年齢指針第３の８」
　による）
○業務内容－食肉処理全般（と
　畜解体作業）
○勤務時間－月曜～金曜日
　午前８時30分～午後３時30分
○募集人員－３人
○報酬
　時給1,000円～1,200円
○任用期間－11月採用時～
　平成18年３月31日（必要に
　応じて再任用あり）
○面接選考－11月17日（木）
　　　　　　午前10時30分
○面接会場－十和田食肉セン
　ター管理事務所２階会議室
○提出書類－履歴書（市販の
　ものに顔写真貼付）
○受付期間－11月10日まで
　（土日・祝日を除く。午前８
　時30分～午後５時まで）
◎お申込・お問合せ先
　十和田地区食肉処理事務組
　合業務係℡ 0176-23-7321
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サラリーマンの年末調整

　年末調整は、毎月の給料や
ボーナスから源泉徴収された
所得税と、１年間の給与総額
に対する税額（年税額）との差
額を精算するもので、サラリ
ーマンにとっては確定申告に
代わる大切な手続です。
①扶養親族の数に異動のあっ  
　た人
②各種保険料の控除を受けよ
　うとする人
③配偶者特別控除を受けよう
　とする人
④２年目以降の住宅借入金等
　特別控除を受けようとする
　人などは、忘れずに勤務先
　に各種控除申告書を提出し
　てください。

年末調整等説明会
のお知らせ

　今年も年末調整の時期を迎
え、次の日程により説明会を
開催します。
　関係書類・用紙は給与等の
支払者に直接郵送しますので、
書類をお持ちになり、最寄り
の会場においでください。
▽11月11日（金）午後２時～
　野辺地町中央公民館
　大ホール
▽11月15日（火）午前10時～
　十和田市民文化センター
　大ホール
▽11月16日（水）午後２時～
　東北町コミュニティーセン
　ター大ホール
▽11月17日（木）午後２時～
　六ヶ所村文化交流プラザ
　（スワニー）大ホール
▽11月18日（金）午後２時～
　三沢市公会堂大ホール
◎お問合せ先－十和田税務署
　℡ 0176-23-3997

ご存知ですか？
消費税の簡易課税制度

　簡易課税制度とは、課税売
上高から納付する消費税額を
計算する制度です。
　簡易課税制度を選択する方
は「簡易課税制度選択届出書」
を提出してください。
※平成17年に新たに課税事
　業者となった方、平成18年
　に課税事業者である方は、
　平成17年12月31日までに
　提出する必要があります。

振替納税をご利用ください！

　税務署や金融機関に行かな
くても納税できる安全・便利
な振替納税をご利用ください。
※ご利用に当たっては、「預貯
　金口座振替依頼書」の提出
　が必要です。
◎国税庁ホームページ
　http://www.nta.go.jp

農業用免税軽油の申請はお早め農業用免税軽油の申請はお早めに！農業用免税軽油の申請はお早め農業用免税軽油の申請はお早めに！農業用免税軽油の申請はお早めに！
平成18年春から農業用免税軽油を使用する方は、免税証の交付申請の手続きが必要です。

▽受付日
　11月24日(木) 午前9時～午後3時
▽場所－青森県十和田合同庁舎
 （1階相談室）

◆お問い合せ先－十和田県税事務所  課税課  TEL 0176－22－8111 (内線207・208)
※（組合または共同）申請については、十和田県税事務所にお問合わせください。

◆
交
付
申
請
に
必
要
な
書
類

※なお、農協・販売店を通じて申請する場合は、受付
　日に遅れることのないよう早めに農協等に必要書類
　を提出してください。（遅れると免税証の交付が農作
　業開始に間に合わなくなる場合があります。）

◆
交
付
申
請
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付
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　今年も11月１日から翌年
の１月31日までカモ類の狩
猟が解禁されます。
　また、11月15日から２月15
日までは一般鳥獣狩猟の解禁
になります。
　ハンターは安全確認を徹底
し、事故・違反のないよう十分
に注意してください。
　詳しくは、最寄りの青森県
猟友会各支部もしくは、上北
地方農林水産事務所森林整備
課までお問い合わせください。
◎お問合せ先－上北地方農林
　水産事務所森林整備課
　℡ 0176-22-8111（内線228）

〇運転者は・・・

☆早めにライトを点灯する
　歩行者や対向車に自分の車
の存在を知らせるため、夕暮
れ時は早めにライトを点灯し
ましょう。
　夕暮れ時は歩行者や自転車
の発見が遅れがちになるので、
いつでも危険回避できるよう
にスピードを控え、安全運転
を心がけましょう。

☆高齢者と子どもに対する思
　いやり運転の励行
　高齢者の行動特性（目や耳、
身体の機能の衰えにより危険
を察知したり、とっさの行動
が遅れてしまう）や子どもの
行動特性（何かに夢中になって、
一目散に飛び出す）を十分に
理解し、高齢者や子どもに配
慮した思いやりのある運転に
努めましょう。
　高齢者・子どもの早期発見
に努め、接近するときはスピ
ードを落とし、安全な間隔を
空けて高齢者の安全を確保し
ましょう。
　突然の横断や進路変更など
の危険を予測し、必要に応じ
て徐行したり、一時停止する
など安全運転を心がけましょ
う。

○歩行者・自転車利用者は・・・

☆安全を確かめ行動する
車のライトは、歩行者からは
明るく見えますが、運転者か
らはライトを点灯していても
照射範囲に限界があるので、
歩行者や自転車の姿がよく見
えていないということを自覚
し、安全を確かめて行動しま
しょう。

☆明るい服装と反射材を活用
　する
　外出するときは、自分を見
せるため、黒っぽい服装を避け、
運転者から発見されやすい目
立つ明るい色の服装と反射材
の活用を心がけましょう。

☆必ずライトを点灯する
　自転車利用者は、必ずライ
トを点灯し、反射材を自転車
の後部や側面にも取り付け、
横断中も車からよく見えるよ
うにしましょう。

☆必ず交通ルールを守る
　歩行者や自転車に乗るとき
は、周囲の安全確認を徹底し、
飛び出しや走行車両の直前直
後の横断はしないなどの交通
ルールを必ず守りましょう。

農業用免税軽油の申請はお早めに！農業用免税軽油の申請はお早めに！

夕暮れ時の交通事故を防止するために

と　き　10時～12時

ところ　東北町役場本庁舎

　　　　2階休養室

相談員　人権擁護委員・

　　　　行政相談員

※詳しくは、役場総務課まで

　お問い合わせください

総合相談
11月21日・12月5日

暴力団で困ったら

017-723-8930
（財）暴力団追放青森県民会議まで

交通安全

raffic
afetyTS
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の
音

都
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に
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影

久
保
田
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子

わ
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笑
顔
の
に
ご
り
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菊
地
ア
ヤ
メ

空
家
に
て
萩
の
乱
れ
を
そ
の
ま
ま
に

日
野
口
晃

身
に
沁
む
や
骨
壷
と
い
ふ
軽
き
も
の

文
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ー
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ー
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す
く

皆さんの調査票は、厳正な管理の下、集計中です。
年内には速報結果として日本の人口が明らかになります。

国勢調査

（
て
る
女
）

（
チ
　
ヱ
）

（
和
　
子
）

（
ア
サ
ヱ
）

（
節
　
子
）

（
テ
ル
女
）

（
詔
　
子
）

（
祥
　
子
）

（
信
　
女
）

総務省統計局　　http://www.stat.go.jp/　　　　青森県東北町

200520052005

国勢調査国勢調査 ただいま集計中ただいま集計中国勢調査国勢調査 ただいま集計中ただいま集計中国勢調査 ただいま集計中
調査票へのご記入
　　　　ありがとうございました

県内の交通事故概況県内の交通事故概況
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■町の人口《9月》

〔　〕は、昨年同期との比較増減。

※（　）内は1月からの累計　

■町の交通事故《9月》

■町の火災《9月》

■救急車出動件数《9月》

TEL 0176-62-3141
TEL 0176-56-2119
TEL 0175-63-2520

中部上北消防本部

中央消防署

上北消防署

東北消防署

（　）内は1月からの累計　

（　）内は1月からの累計　

（　）内は1月からの累計　

男

女

計

世帯数

出　生

死　亡

転　入

転　出

10,202人

10,726人

20,928人

6,878戸

9人

25人

29人

37人

〔 △80人〕

〔 △96人〕

〔△176人〕

〔　 25戸〕

（　94人）

（ 191人）

（ 453人）

（ 529人）

野　村　海　月 （大　洞・尚　人）

野　田　虹　南 （上　野・　久　）

新　山　奈々美 （栄　町・輝　美）

伊　藤　愛　佳 （旭　町・和　彦）

坂　本　夕　奈 （新　山・和　也）

下　浅　　舞　 （外蛯沢・光　敬）

上　崎　蒼　空 （保戸沢・邦　彦）

鈴　木　聖　理 （坂下町・幸　太）

米内山　章　吾 （才市田）

二ツ森　美　穂 （七戸町）

人身事故

負 傷 者

死 亡

7件

11人

1人

（　65件）

（　88人）

（　  4人）

建 物

林 野

車 両

そ の 他

1件

0件

0件

0件

（　  6件）

（　  5件）

（　  0件）

（　  2件）

41件（ 418件）

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こう　　 み

な　な　み

まい

あい　　 か

ゆう　　 な

み　　 つき

しょう　  ま

そ　　　ら

♥ 新　山　内　匠 （本　町）

八木橋　美律子 （鶴田町）
♥

蛯　名　達　哉 （栄　町）

竹　内　由香理 （菩提寺）
♥ 蛯　沢　敬　生 （坂下町）

大　石　香菜子 （千　曳）
♥

岡　山　ユ　ミ　75　御　料

和　田　マサヱ　72　上　野

小　松　栄　治　79　新　町

八　森　悦　子　58　徳万才

蛯　名　則　夫　82　新　町

進　藤　　輔　　71　旭　町

森　川　竹　子　79　南　町

木　村　信　悦　82　戸　舘

蛯　名　仙太郎　78　上　野

和　田　タ　キ　99　上　野

蛯　名　鉄　雄　70　千　曳

蛯　沢　サ　ト　84　内蛯沢

岡　山　長之助　83　御　料

田　中　勝　雄　74　表　町

永　峯　忠　美　69　千　曳

木　村　アイ子　63　中　村

西　村　アキヱ　65　表　町

甲　田　タ　カ　81　舘　花

本　間　ゆ　み　98　外蛯沢

伊　藤　義　昭　72　乙供本町

蛯　沢　をとよ　86　内蛯沢

2005

国勢調査 ただいま集計中国勢調査 ただいま集計中

県内の交通事故概況県内の交通事故概況県内の交通事故概況県内の交通事故概況県内の交通事故概況
あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

毎月１日は県民交通安全の日
※（   ）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

発
生

死

者

の

状

態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

死
者

傷
者

９月中

601件
（－81）

10人
（－2）

736人
（－116）

6,011件
（－275）

65人
（－14）

7人
（－8）

32人
（0）

35人
（－6）

17人
（－7）

7人
（－12）

7,583人
（－384）

（平成17年） 青森県交通対策協議会

年累計 飲酒運転による死者

自動車乗車中の死者

着用していれば
助かったと思われる人

非 着 用 死 者

高齢者の死者
～65歳以上の人～

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

氏　　名

氏　　名 町名 氏　　名 町名

氏　　名 町名　 保護者 氏　　名 町名　 保護者

年齢 町名 氏　　名 年齢 町名

平成17年9月届出分



内蛯沢 新町

　今年の青森ねぶた祭でねぶた大賞などを受賞し

た「小川原湖伝説 道忠幻生」のミニねぶたが10月

８日、道の駅「おがわら湖」にお目見えし、竹内町長

らが除幕式を行いました。

　今年のねぶた祭では、青森菱友会の題材に「小川

原湖伝説」が取り上げられ、町内の中学生約500人

が跳人として参加し、小川原湖をアピールしました。

　ミニねぶたは幅4.5m、奥行き2.8m、高さ３ｍで

実物の約４分の１の大きさで、ねぶた絵師の竹浪

比呂央さんが制作しました。

　除幕式では竹内町長が「町と道の駅の誇りとし

て３、４年飾って小川原湖の良さをアピールしたい」

とあいさつし、小川原神楽連中保存会の皆さんが

神楽を奉納しました。

s
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特技は寝返り3回転で、趣味は足の指しゃぶりです。
大きくなったら、パパと同じ駅伝チームで走ります！

長男［7か月］ 大生くん
た い く

パパ・辻　浦　   勝　利　 さん
ママ・　　　　   靖　子　 さん

パパ・佐々木　智　和　さん
ママ・　　　　美奈子　さん
毎日とてもにぎやかです。
元気でのびのび育ってほしいです。

▲ねぶたの見返りに登場した玉代・勝世姫も展示 ▲特産品コーナーに展示されたミニねぶた

涼夏ちゃん
すず　か

次女［1歳］

愛佳ちゃん
あい　か

長女［2歳］ 悠樹くん
ゆう　き

長男［5歳］

道の駅にミニねぶた出陣！
ねぶた大賞「小川原湖伝説を再現」
道の駅にミニねぶた出陣！
ねぶた大賞「小川原湖伝説を再現」

・・・・・・・・・・・・・・2～4
・・・・・・・・・・・・・5～11

12～15
・・・・・・・・・・・16～19
・・・・・・・・・・・・20～26
・・・・・・・・・・・・・・・・27

・・・・・・・・・28

町の決算
町の話題
夏休みカナダ海外生活
健康家族
お知らせ
戸籍の窓
我が家のアイドル

秋の火災予防週間
救急隊のお仕事体験


